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日

開幕まで
1 6 3

高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
全
体
的
に
見
直
し

高齢者福祉課
☎436 - 2 3 5 2

問合せ

　

高
齢
化
が
進
む
中
、
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
多
岐
に
わ
た
る

と
と
も
に
、
対
象
者
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
市
で

は
、
限
ら
れ
た
財
源
で
、
将
来
に
わ
た
り
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
し
て
実
施
す
る
た

め
、
敬
老
祝
金
な
ど
こ
れ
ま
で
の
事
業
を
一
部
縮
小
や
廃
止
す
る
一
方
で
、
よ

り
必
要
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
し
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
も
実
施
し
ま
す
。

〈
対
象
な
ど
を
拡
大
す
る
サ
ー
ビ
ス
〉

■
75
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
に
、
緊
急
通
報
装

置
を
貸
し
出
し
ま
す

　

急
病
な
ど
万
一
の
場
合
に
、

ボ
タ
ン
を
押
す
と
受
信
セ
ン

タ
ー
と
緊
急
連
絡
が
と
れ
る
通

報
装
置
を
、
65
歳
以
上
で
常
に

安
否
確
認
が
必
要
な
ひ
と
り
暮

ら
し
高
齢
者
等
に
無
料
で
貸
し

出
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら

は
、
常
時
安
否
確
認
の
必
要
は

な
い
が
、
不
安
感
を
持
っ
て
い

■
生
活
・
介
護
支
援
サ
ポ
ー

タ
ー
の
養
成
・
派
遣

　

元
気
な
高
齢
者
等
を
生
活
・
介

護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
養
成

し
、
援
助
を
必
要
と
し
て
い
る
高

齢
者
の
居
宅
や
介
護
施
設
に
派
遣

し
ま
す
。

■
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー

ジ
等
の
費
用
を
助
成

○
老
々
家
族
の
介
護
者
を
支
援

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

で
、
要
介
護
２
以
上
の
認
定
者
を

在
宅
介
護
し
て
い
る
家
族
に
、
助

成
券
を
24
枚
差
し
上
げ
ま
す
。

○
介
護
予
防
の
促
進　

介
護
保
険

制
度
の
地
域
支
援
事
業
と
し
て
実

施
す
る
、
介
護
予
防
教
室
に
参
加

し
た
人
に
、
助
成
券
を
12
枚
差
し

上
げ
ま
す
。

■
地
域
密
着
型
特
定
施
設
の

整
備
費
に
補
助

　

低
所
得
者
（
生
活
保
護
者
を

含
む
）
が
入
所
で
き
る
、
地
域

密
着
型
特
定
施
設
を
整
備
す
る

社
会
福
祉
法
人
等
に
、
補
助
金

２
０
０
０
万
円
を
交
付
し
ま
す
。

■
緊
急
一
時
支
援
員
を
派
遣

　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
が
急

な
体
調
変
化
な
ど
で
、
日
常
生
活

に
支
障
が
生
じ
た
場
合
に
、
家
事

援
助
な
ど
を
一
時
的
に
行
う
支
援

員
を
派
遣
し
ま
す
（
７
月
か
ら
）。

■
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等

の
地
域
交
流
事
業
を
推
進

○
高
齢
者
い
き
い
き
健
康
教
室

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
を
対
象
に
、
老
人
憩
の
家
（
５

月
か
ら
）
や
公
衆
浴
場
（
７
月
か

ら
）
で
健
康
教
室
を
行
い
ま
す
。

○
公
衆
浴
場
の
借
上
料
を
補
助

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
等
が
、
デ

イ
銭
湯
を
実
施
す
る
場
合
や
、
地

域
の
団
体
が
、
高
齢
者
の
地
域
交

流
を
目
的
と
し
た
事
業
を
実
施
す

る
場
合
に
、
公
衆
浴
場
の
借
り
上

げ
料
を
補
助
し
ま
す
（
７
月
か

ら
）。

○
移
動
ミ
ニ
デ
イ
に
補
助
金
を
交

付　

公
衆
浴
場
が
な
い
地
区
で
、

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
等
が
、
移

動
ミ
ニ
デ
イ
を
実
施
す
る
場
合

に
、
施
設
利
用
料
に
対
し
て
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
（
７
月
か
ら
）。

■
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等

へ
の
見
守
り
活
動
を
支
援

○
あ
っ
た
か
訪
問 

○
地
域
声
の

電
話
訪
問 

○
地
域
交
流
会
等
の

活
動
に
補
助　

自
治
会
・
町
会
等

が
主
体
と
な
っ
た
、
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
等
へ
の
継
続
し
た
見
守

り
活
動
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

（
10
月
か
ら
）。

〈
新
た
に
実
施
す
る
サ
ー
ビ
ス
〉

る
75
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
に
も
貸
し
出
し
ま
す
。

〈
利
用
料
〉

　

市
・
県
民
税
が
課
税
さ
れ
て

い
る
人
⇩
月
額
２
２
７
８
円
、非

課
税
の
人
⇩
月
額
１
１
３
８
円

■
介
護
用
品
等
の
支
給
対
象

を
要
介
護
３
以
上
に

　

在
宅
で
高
齢
者
を
介
護
し
て

昨年度まで 今年度から

敬老記念品
購入券

対象年齢と交付額
　70歳（古稀）　5千円分
　77歳（喜寿）　1万円分
　88歳（米寿）　1万円分
　99歳（白寿）　2万円分
　100歳以上　  3万円分

敬老祝金と敬老記念品購入
券を一本化し、敬老祝金を
廃止
敬老記念品購入券の
対象年齢と交付額
　77歳（喜寿）　1万円分
　88歳（米寿）　2万円分
　99歳（白寿）　3万円分
　100歳以上　  5万円分

敬老祝金

対象年齢と交付額
　75歳 5千円
　85歳 1万円
　95歳 3万円
　100歳以上　  5万円

敬老行事
交付金

敬老会を実施する町会、
自治会等に費用の一部と
して、70歳以上の高齢者
1人につき2千円を交付

敬老会を実施する町会、自
治会等に費用の一部とし
て、75歳以上の高齢者1人
につき2千円を交付

はり・きゅう・
マッサージ等
費用助成券

市内に居住する65歳以上
の人に、1回につき千円を
助成する券を12枚交付

市内に居住する70歳以上
で、市・県民税非課税の人
に1回につき千円を助成す
る券を12枚交付

ひとり暮らし
高齢者入浴助
成券

市内に居住する65歳以上
のひとり暮らし高齢者に、
1年度60枚の無料入浴券
を交付

市内に居住する65歳以上の
ひとり暮らし高齢者に、月
3回決まった日（原則とし
て6日・16日・26日）に自
己負担100円で入浴できる
助成券を交付（1年度36枚）
※22年4～6月は、月3回ま
で日にちに関係なく、自己
負担100円で入浴できます

＜対象者や支給額を見直したサービス＞

〈
社
会
福
祉
協
議
会
の

　
　
　
　
　
　

活
動
を
支
援
〉

■
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
へ

の
補
助
事
業
を
拡
充

　

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
が
自
ら

企
画
・
実
施
す
る
事
業
に
、
補
助

す
る
ほ
か
、
事
務
局
員
が
地
域

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
知

識
を
身
に
つ
け
る
研
修
に
、
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
活
動
拠
点
と
し
て
空
き

店
舗
等
を
借
り
上
げ
た
際
の
賃
料

等
や
、
事
業
実
施
の
た
め
の
施
設

利
用
料
を
補
助
し
ま
す
。

■
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
福

祉
銀
行
事
業
に
助
成

　

生
活
に
困
窮
し
て
い
る
人
の
状

況
に
応
じ
て
、
２
万
円
を
上
限
に

貸
付
を
行
っ
て
い
る
事
業
に
対
し

て
、
支
援
が
円
滑
に
実
施
で
き
る

よ
う
、
臨
時
的
に
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

□
問
合
せ
地
域
福
祉
課
☎
436
・

２
３
１
４

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
積
極
的
な
社
会
参
加
を
行

い
、
健
康
で
生
き
が
い
を
持
ち

な
が
ら
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、

市
で
は
、
今
後
の
サ
ー
ビ
ス
の

方
向
性
や
あ
り
方
な
ど
に
つ
い

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
う
な
ど
検
討
を
し

て
き
ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
の
概

要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

い
る
家
族
等
を
支
援
す
る
た

め
、
紙
お
む
つ
な
ど
の
介
護
用

品
を
毎
月
宅
配
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
を
、
介
護
保
険
の
要

介
護
４
・
５
の
認
定
を
受
け
て

い
る
人
か
ら
、
要
介
護
３
〜
５

の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
と
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
介
護
用
品
等
の
宅
配

を
受
け
て
い
る
人
が
入
院
し
た

場
合
の
お
む
つ
代
助
成
に
つ
い

て
も
、
要
介
護
３
〜
５
の
認
定

を
受
け
て
い
る
人
と
し
ま
し

た
。
※
所
得
制
限
あ
り

〈
宅
配
す
る
介
護
用
品
の
相
当

額
・
助
成
額
の
上
限
〉

　

月
６
２
５
０
円
以
内

■
軽
度
生
活
援
助
員
の
利
用

回
数
上
限
を
、
月
２
回
か
ら

週
１
回
に

　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
の

居
宅
に
援
助
員
を
派
遣
し
、
買

い
物
な
ど
日
常
生
活
上
の
簡
易

な
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
利
用
回
数
の
上
限
を
月
２

回
か
ら
週
１
回
と
し
ま
し
た
。

〈
利
用
料
〉

　

市
民
税
課
税
世
帯
⇩
１
回

（
１
時
間
）
に
つ
き
400
円
、非
課

税
世
帯
⇩
無
料

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

「子ども手当」の申請を受け付けています（詳しくは8面に）

高齢者の皆さんがいつでも笑顔でいられるように…
　　　　　（東老人福祉センターで活動する手芸クラブ）
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階層 税額（円／年） 3歳
未満児 3歳児 4歳

以上児
A 生活保護世帯 0 0 0
B 市民税非課税世帯 0 0 0
C1 市民税均等割のみ 7,800 5,250 5,250

C2 市民税所得割
5,500未満 8,850 6,300 6,300

C3 同5,500以上 10,100 7,550 7,550

D1 所得税（以下同）
  19,000未満 15,000 10,800 10,800

D2   19,000以上
  40,000未満 20,100 14,900 14,900

D3   40,000以上
  50,000未満 25,000 18,600 18,300

D4   50,000以上
  63,000未満 29,000 21,300 20,500

D5   63,000以上
  75,000未満 33,400 24,700 23,700

D6   75,000以上
103,000未満 37,000 24,700 23,700

D7 103,000以上
128,000未満 42,700 28,100 26,500

D8 128,000以上
178,000未満 48,200 28,100 26,500

D9 178,000以上
253,000未満 52,500 28,100 26,500

D10 253,000以上
413,000未満 54,900 28,100 26,500

D11 413,000以上
553,000未満 57,500 28,800 26,900

D12 553,000以上 60,000 28,800 26,900
※保育料の金額は月額。年齢は22年4月1日現在。
市民税⇨21年度の税額。所得税⇨21年分の税額。

家
庭
的
保
育
っ
て
何
？

　

市
が
認
定
し
た
家
庭
的
保
育

者
が
、
仕
事
や
病
気
な
ど
で
、

日
常
的
に
家
庭
で
保
育
で
き
な

い
生
後
６
か
月
以
上
か
ら
３
歳

未
満
の
お
子
さ
ん
を
自
宅
で
預

か
り
、
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中

で
保
育
し
ま
す
。

　

利
用
希
望
者
は
、
保
育
課
に

申
請
し
、
家
庭
的
保
育
者
と
面

接
。
利
用
条
件
に
合
意
し
た
上

で
契
約
し
ま
す
。
保
育
料
は
、

市
の
保
育
園
に
入
園
し
た
場
合

に
か
か
る
金
額
（
下
表
）
の
７

割
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

い
つ
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を�

�
�

利
用
で
き
る
の
？

　

８
月
下
旬
に
利
用
希
望
者
を

募
集
し
、
10
月
か
ら
事
業
を
開

始
す
る
予
定
で
す
。詳
し
く
は
、

一
時
保
育
（
休
日
保
育
は
☆
印
の
園
で
実
施
）

私
　
立

まこと 神保町☎457-1685
あすなろ 金杉5☎447-0023
三山つくし 三山9☎473-4435
田喜野井旭 田喜野井4☎456-3190
前原ひまわり 前原西4☎474-7788
ひばり 松が丘1☎466-5915

☆アンデルセン
第二

習志野台5☎468-4673
※休日保育☎468-4684

☆西船みどり 西船1☎435-4165
アリスなかよし 西船2☎436-1215
さくら 二子町☎047-302-8302
みそら 東中山2☎047-302-2505
弥生 本中山3☎047-332-7283
ククルなかよし 夏見2☎424-0301

市立湊町 湊町1☎431-5085
病
児
・
病
後
児

新高根キッズハウス 新高根4☎469-4801
トレポンテ 夏見町2☎429-5403
アイリスルーム

※病後児のみ 二子町☎047-302-8303

　

保
育
料
は
、
お
子
さ
ん
の
年

齢
と
世
帯
の
所
得
税
ま
た
は
市

民
税
の
課
税
額
に
応
じ
て
決
ま

り
ま
す
。
22
年
度
も
、
階
層
区

分
・
保
育
料
と
も
に
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
（
下
表
）。

▼
年
齢
区
分
が
変
更
に

　

年
度
途
中
に
入
園
・
転
園
し

た
場
合
、
こ
れ
ま
で
は
入
園
・

転
園
し
た
月
の
１
日
時
点
で
の

年
齢
で
保
育
料
を
決
定
し
て
い

ま
し
た
が
、
当
該
年
度
の
４
月

１
日
現
在
の
年
齢
で
決
定
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
様
々
な
軽
減
措
置
を
実
施

　

１
世
帯
で
２
人
以
上
の
お
子

さ
ん
が
保
育
園
・
幼
稚
園
・
認

定
こ
ど
も
園
や
、
知
的
障
害
児

通
園
施
設
な
ど
の
療
育
施
設
に

通
っ
て
い
て
、
第
２
子
以
降
が

保
育
園
児
の
場
合
は
、
そ
の
保

育
料
を
軽
減
し
て
い
ま
す
。

○
第
２
子
⇨
原
則
半
額

○
第
３
子
以
降
⇨
無
料

※
該
当
す
る
施
設
の
詳
細
は
、

保
育
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い　

　

こ
の
ほ
か
、
次
の
よ
う
な
市

独
自
の
軽
減
を
引
き
続
き
行
い

ま
す
。

○
非
課
税
世
帯
の
保
育
料
を
無

「
広
報
ふ
な
ば
し
」、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://www.city.

funabashi.chiba.jp/

）
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

家
庭
的
保
育
者
を
募
集

　

保
育
士
等
の
資
格
が
な
い
人

で
も
安
心
し
て
保
育
で
き
る
よ

う
、
市
に
よ
る
事
前
の
研
修
や

実
習
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
保

育
士
な
ど
の
家
庭
的
保
育
支
援

者
や
連
携
保
育
園
も
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
あ
な

た
の
子
育
て
経
験
を
活い

か
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

な
お
、
意
欲
の
あ
る
人
な
ど

を
対
象
に
、説
明
会
（
右
下
欄
）

を
開
催
し
ま
す
の
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

〈
対
象
〉
次
の
主
な
要
件
を
す

べ
て
満
た
す
人
※
市
が
行
う
研

修
を
修
了
す
る
こ
と
が
必
要

○
市
内
在
住
の
25
～
63
歳
未
満

で
、
保
育
士
資
格
等
を
有
す

る
か
子
育
て
経
験
が
あ
る

○
自
宅
等
に
専
用
の
保
育
室
と

し
て
使
用
で
き
る
9.9
平
方

メ
ー
ト
ル
（
約
６
畳
）
以
上

の
部
屋
を
確
保
で
き
る

新
た
に
家
庭
的
保
育
事
業
が
ス
タ
ー
ト

～
自
宅
で
乳
幼
児
を
預
か
る
保
育
者
を
募
集
～

問 

保
育
課
☎
436
・
２
３
３
０

②面接・契約

③委託

①申請

⑤
援
助
活
動

⑥
報
酬

○
保
育
マ
マ
に

　

お
子
さ
ん
を
預
け
た
い
人

○
子
育
て
の
手
助
け
を

　
　
　

し
て
ほ
し
い
人

利
用
者

保育課

○お子さんは家庭的保
　育者と一緒に連携保
　育園で集団保育を体
　験できます

保
育
マ
マ④保育

⑤保育料

家庭的保育者

家庭的保育
支援者

連携保育園

連携

支援

○家庭的保育者が病気
　等で保育できない場
　合には、連携保育園
　が代わってサポート
　します

○
家
族
が
共
に
健
康
で
、
他
に

職
業
を
有
し
て
い
な
い
な

ど
、
子
ど
も
の
保
育
に
専
念

で
き
る

家庭的保育事業の流れ

　

料
に
（
左
表
）

○
１
世
帯
で
負
担
す
る
保
育
料

　

の
上
限
月
額
を
７
万
円
に

▪
保
育
料
は
原
則
と
し
て
、
口

座
振
替
で
の
納
付
で
す
。
手
続

き
は
、
市
内
の
各
金
融
機
関
、

22年度の
� 保育料が決定

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
で�

�

子
育
て
を
支
援

▼
一
時
保
育

　

保
護
者
の
パ
ー
ト
就
労
や
通

院
、
入
院
な
ど
で
、
一
時
的
に

保
育
が
必
要
な
生
後
57
日
目
か

ら
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
お
子

さ
ん
を
、
月
９
日
ま
で
預
か
り

ま
す
。
※
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
場

合
は
月
２
日
ま
で
（
㈰
㈷
㉁
、

年
末
年
始
等
を
除
く
）

▼
病
児
・
病
後
児
保
育

　

保
護
者
が
、
就
労
な
ど
で
保

育
で
き
な
い
病
中
・
病
後
の
生

後
57
日
目
か
ら
小
学
３
年
生
ま

で
の
お
子
さ
ん
を
預
か
り
ま

す
（
㈰
㈷
㉁
、
年
末
年
始
等
を

除
く
。
ト
レ
ポ
ン
テ
は
㈫
も
除

く
）。
た
だ
し
、
高
熱
を
発
し

〈日時〉5月8日、15日各㈯午後1時30分～
〈会場〉○8日⇨市役所9階903会議室

○15日⇨習志野台出張所2階
〈定員〉各先着30人
〈申込み〉保育課☎436-2327へ

家庭的保育者募集説明会

保
育
課
、
各
保
育
園
（
一
部
を

除
く
）で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
残
高
不
足
で
口
座
振
替
が
さ

れ
ず
金
融
機
関
等
に
行
け
な
い

場
合
に
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
も
納
め
ら
れ
ま
す

～昨年と同様に
� 金額を据え置き～

区
分        









受
験
資
格

一般行政（A・B）、土木、�
建築、化学、電気、機械

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

◦
昭
和
55
年
4
月
２
日
か
ら
平
成
元
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

　

ま
れ
た
人

◦
平
成
元
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
、
学
校
教
育
法
に
規

　

定
す
る
大
学
（
短
期
大
学
は
除
く
）
ま
た
は
こ
れ
と
同
等

　

と
認
め
る
学
校
を
卒
業
し
た
か
、
平
成
23
年
3
月
ま
で
に

　

卒
業
見
込
み
の
人

上
級

社会
福祉士

昭
和
55
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
、
社
会
福
祉
士
登
録
を

し
て
い
る
か
、
平
成
23
年
3
月
ま
で
に
登
録
見
込
み
、
ま
た

は
平
成
23
年
1
月
の
国
家
試
験
で
当
該
資
格
を
取
得
見
込
み
の
人

保健師

昭
和
55
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
、
保
健
師
免
許
を
有
す

る
か
、
平
成
23
年
3
月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人

上級一般行政�
（職務経験者）

昭
和
26
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
55
年
4
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
、
民
間
企
業
等
で
の
職
務
経
験
（
※
）
が
、
直
近
７
年
中

５
年
以
上
あ
る
人
（
平
成
22
年
７
月
31
日
現
在
）

※
詳
細
は
受
験
案
内
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い

初級
一般行政

平
成
元
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
、
学
校
教
育
法
に
規
定
す

る
高
等
学
校
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
と
認
め
る
学
校
を
卒
業
し
た

か
、
平
成
23
年
3
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

※
大
学
（
短
期
大
学
は
除
く
）
を
卒
業
し
た
か
、
平
成
23
年
3

月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
は
不
可

保育士

昭
和
57
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
、
保
育
士
登
録
を
し
て
い

る
か
、
平
成
23
年
3
月
ま
で
に
登
録
見
込
み
の
人

栄養士

昭
和
60
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
、
栄
養
士
免
許
を
有
す
る

か
、
平
成
23
年
3
月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人

消防吏員
一般消防

昭
和
61
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
、
学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
高
等
学
校
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
と
認
め
る
学
校
を
卒
業

し
た
か
、
平
成
23
年
3
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

救急
昭
和
59
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
、
救
急
救
命
士
免
許
を

有
す
る
人

< 試験日程（予定）等 >
○上級（一般行政、土木、建築、化学、
電気、機械）、社会福祉士、保健師

　受験案内配布⇨5月1日㈯～　
　受付期間⇨5月1日㈯～21日㈮
　試験日⇨7月11日㈰
※上級一般行政は6月27日㈰
○上級一般行政（職務経験者）、�
初級一般行政、保育士、栄養士、
消防吏員

　受験案内配布⇨7月15日㈭～
　受付期間⇨
　　　 　 7月15日㈭～8月4日㈬
　試験日⇨9月19日㈰
▪詳細や掲載していない職種の採
用試験の実施については、決まり
次第「広報ふなばし」および市ホー
ムページでお知らせします。

　

受
験
資
格
・
受
付
期
間
等
は
、
必
ず
受
験
案
内
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
試
験
科
目
や
採
用
予
定
人
数
は
、
各
受

験
案
内
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
職
員
を
募
集

職 

員 

課
☎
436
・
２
１
４
７

消 

防 

局
☎
435
・
１
１
１
２

問

23年4月採用予定

て
い
る
な
ど
、
症
状
が
重
い
場

合
は
預
か
れ
ま
せ
ん
。

▼
休
日
保
育

　

認
可
保
育
園
に
通
っ
て
い

て
、
日
曜
日
や
祝
日
、
年
末
に

保
護
者
が
就
労
な
ど
で
保
育
で

き
な
い
お
子
さ
ん
を
預
か
り
ま

す
（
１
月
１
日
～
３
日
を
除

く
）。

▪
い
ず
れ
の
保
育
サ
ー
ビ
ス

も
、
利
用
す
る
に
は
事
前
に
登

録
が
必
要
で
す
。
登
録
方
法
や

利
用
時
間
・
料
金
な
ど
、
詳
し

く
は
各
施
設
（
右
表
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
㈪
～
㈮
で
１
日
８
時
間

以
上
保
育
で
き
る
※
㈷

㉁
、
年
末
年
始
を
除
く

▪
そ
の
他
の
要
件
に
つ
い
て

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
委
託
料
〉
子
ど
も
１
人
あ
た

り
月
９
万
５
０
０
０
円
※
ほ
か

に
保
育
室
の
確
保
・
維
持
等
に

か
か
る
費
用
の
一
部
を
補
助

〈
申
込
み
〉
５
月
10
日
㈪
～
28

日
㈮
に
、
必
要
書
類
を
保
育
課

へ
持
参
※
必
要
書
類
は
同
課
で

配
布

　

市
で
は
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
保
育
園
の

待
機
児
童
対
策
と
し
て
390
人
の
定
員
増
を
図
る
ほ
か
、
新
た
に
家
庭

的
保
育
事
業
（
保
育
マ
マ
）
を
実
施
し
ま
す
。
今
回
は
、
事
業
の
概

要
や
そ
の
他
の
各
種
保
育
サ
ー
ビ
ス
、
22
年
度
の
保
育
料
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

10月から

協働推進のボランティア
行政パートナーを募集

〈対象〉市内在住で平成4年4月1日以前に生まれ、市民協働の推進に関心がある人　〈活動日〉週1・2回（各2時間30分程度）
〈定員〉6人（多数は選考）　〈謝金〉1日1000円　〈申込期限〉5月7日㈮まで　〈問合せ〉市民協働課☎436-3201
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〈対象〉次のすべてに該当する、市内在住の人
○22年1月1日以前から市民である
○22年4月1日から23年3月31日までに資格を取得
○23年3月31日までに、市内の介護サービス事業所や介護保険
　施設に就職または内定をうけ、実績報告を行う
○市民税を滞納していない
○他の機関等から助成を受けていない

〈助成額〉上限10万円　〈定員〉50人（多数は抽選）
〈申込み〉5月31日㈪までに、住民票、研修機関に支払った取得
費用の領収書、印鑑を持って、介護保険課または船橋駅前総合窓
口センターへ※申込書は同課、同センターで配布するほか、市ホー
ムページ（http://www.city.funabashi.chiba.jp/）からも取り
出せます

　介護の担い手を確保するため、市では、ホームヘル
パー2級資格を取得した後、市内の介護サービス事業
所等に就職する人へ、資格取得費用を助成します。

問 介護保険課☎436-3306

▶パソコン技能修得講習
□コース・日程右表（いずれも全5回）
時間各午前9時30分〜午後3時30分　会
場母子福祉センター（薬円台5 社会福
祉会館内）　対象市内在住の母子家庭
の母および寡婦　定員各20人※多数は抽選。保育あり（1歳〜就学前）
費用テキスト代実費　申込み5月7日㈮（必着）までに、ハガキに住所、
氏名、電話番号、希望コースの番号（複数の場合は優先順位）、保育希
望の場合は子の年齢と人数を書いて、児童家庭課（〒273-8501※住所
不要）へ
▪募集案内を同課、船橋駅前総合窓口センター、母子福祉センターで配
布しています。
▶就職・転職セミナー
□日時6月9日㈬、12日㈯各午前9時30分〜10時50分　会場母子福祉セン
ター　対象市内在住の母子家庭の母および寡婦　定員各先着30人※保
育あり（1歳〜就学前）　費用無料　申込み児童家庭課☎436-2320へ

母子家庭のお母さん向け
パソコン講習やセミナーを開催

コース 日　程
①ワード基礎 5/31㈪～6/4㈮
②エクセル基礎 6/  7㈪～11㈮
③     　〃 　　㈯ 5/29～6/26毎週㈯
④ワード応用 6/14㈪～18㈮
⑤エクセル応用 6/21㈪～25㈮

　ワード、エクセルや就職活動・転職に役立つ応募書
類の作り方、面接時のマナーなどが学べます。レベル
や日程に合わせて受講してみませんか。

　

市
で
は
、
市
が
契
約
し
て
い

る
個
人
・
法
人
タ
ク
シ
ー
を
、

重
度
の
障
害
者
が
福
祉
タ
ク
シ

ー
乗
車
券
で
利
用
し
た
場
合
、

料
金
の
半
額
を
助
成
し
て
い
ま

す（
上
限
１
回
１
２
０
０
円
を
、

指
定
口
座
に
振
り
込
み
）。
４

月
か
ら
、
助
成
の
対
象
者
お
よ

び
助
成
内
容
が
下
図
の
と
お
り

変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

福
祉
タ
ク
シ
ー
乗
車
券
の
交

付
を
希
望
す
る
場
合
は
、
身

体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
い
ず
れ
か
と
、
預
金
通
帳

（
新
規
申
請
者
の
み
。
写
し

も
可
）
を
持
参
の
う
え
、
同

課
ま
た
は
船
橋
駅
前
総
合
窓

口
セ
ン
タ
ー
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
※
新
規
申
請
者
以

外
は
、
各
出
張
所
・
連
絡
所

で
も
交
付
し
ま
す

変　更　点

障
害
者
へ
の
福
祉
タ
ク
シ
ー�

�
料
金
助
成
制
度
が
変
わ
り
ま
す

　

重
度
の
障
害
の
あ
る
人
が
、
通
院
等
で
利
用
す

る
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た
。

問 

障
害
福
祉
課
☎
436
・
２
３
０
８

▼
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定

　

専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
、

個
別
面
接
で
現
状
や
課
題
を
把

握
し
自
立
支
援
計
画
書
を
策

定
。
一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
た
方

法
で
、
継

続
的
に
サ

ポ
ー
ト
し

ま
す

〈
対
象
〉
児
童
扶
養
手
当
を
受

け
て
い
る
、
市
内
在
住
の
母
子

家
庭
の
母

▼
教
育
訓
練
給
付
金

　

技
能
・
資
格
の
取
得
の
た
め
、

雇
用
保
険
制
度
の
教
育
訓
練
給

付
指
定
講
座
を
受
講
す
る
場
合

に
助
成
し
ま
す

〈
対
象
〉
次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
人
○
市
内
在
住
の
母
子
家

庭
の
母 

○
児
童
扶
養
手
当
を

受
け
て
い
る
か
同
程
度
の
所
得

水
準 

○
受
講
開
始
日
現
在
、

雇
用
保
険
制
度
の
教
育
訓
練
給

付
金
の
受
給
資
格
が
な
い

〈
助
成
額
〉
受
講
料
の
20
パ
ー

セ
ン
ト
（
上
限
10
万
円
。
４
０ 

０
０
円
以
下
は
不
支
給
）

▼
高
等
技
能
訓
練
促
進
費

　

看
護
師
、
准
看
護
師
、
介
護

福
祉
士
、
保
育
士
、
理
学
療
法

士
、
作
業
療
法
士
の
資
格
を
取

得
す
る
た
め
に
、
養
成
機
関
で

２
年
以
上
訓
練
す
る
場
合
に
助

成
し
ま
す

〈
対
象
〉
次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
人
○
市
内
在
住
の
母
子
家

庭
の
母 

○
児
童
扶
養
手
当
を

受
け
て
い
る
か
同
程
度
の
所
得

水
準 

○
対
象
資
格
の
取
得
が

見
込
ま
れ
、
仕
事
ま
た
は
育
児

と
訓
練
の
両
立
が
困
難

〈
助
成
額
〉
上
限
14
万
１
０ 

０
０
円
（
月
額
。
課
税
状
況
に

よ
り
決
定
し
ま
す
）

〈
助
成
期
間
〉
訓
練
期
間
の
全

期
間

▪
い
ず
れ
も
、
認
定
審
査
が
必

要
で
す
。
事
前
に
ご
相
談
を
。

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
を
応
援

児
童
家
庭
課
☎
436
・
３
３
１
６

問

　

市
で
は
、
母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
の
経
済
的
自
立
の
た
め
、
専

門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
就
職
支
援
の
ほ
か
、
就
職
に
役
立
つ

資
格
取
得
に
か
か
る
経
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

ホームヘルパー2級資格の 
� 取得費用を助成
ホームヘルパー2級資格の 
� 取得費用を助成

○対象者に精神障害者保健福祉手帳1級所持者を追加
○福祉タクシー乗車券の助成枚数（4月～翌年3月まで 
　の1年間）の上限を設け、120枚とします
　※腎臓機能障害1級の手帳を所持し、
　　　　人工透析を受けている人⇨312枚
▪制度変更の対象者には、事前に文書を送付していま 
す。なお、現在お持ちの乗車券は、そのまま利用でき 
ます。

保
険
料
の
均
等
割
額
を
見
直
し

　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
か

か
っ
た
医
療
費
を
、
自
己
負
担

金
、
国
・
県
か
ら
の
負
担
金
・

交
付
金
、
被
保
険
者
全
員
が
負

担
す
る
保
険
料
で
賄
っ
て
運
営

さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
被
保
険
者
の
負
担

が
増
え
な
い
よ
う
、
医
療
費
の

抑
制
を
図
っ
た
り
、
一
般
会
計

か
ら
繰
り
入
れ
を
し
て
、
制
度

を
維
持
し
て
き
ま
し
た
。し
か

し
、
医
療
費
が
増
加
す
る
中
、

市
税
収
入
が
年
々
減
少
し
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
低
所
得
者

に
配
慮
し
つ
つ
も
、
平
成
11
年

度
以
来
11
年
間
据
え
置
い
て
き

た
保
険
料
を
、
変
更
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
り
ま
し
た
。
円
滑
な

制
度
運
営
の
た
め
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

主
な
改
定
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。
※
詳
し
く
は
「
広

報
ふ
な
ば
し
」
６
月
１
日
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す

①
保
険
料
を
変
更
（
下
図
）

　

医
療
分
・
後
期
高
齢
者
支
援

金
分
の
均
等
割
額
（
所
得
に
か 

か
わ
ら
ず
、
加
入
者
一
人
ひ
と 

り
に
か
か
る
保
険
料
）
を
９
５ 

０
０
円
引
き
上
げ
ま
す
。

②
最
高
限
度
額
を
変
更（
下
図
）

　

医
療
分
・
後
期
高
齢
者
支
援

金
分
の
最
高
限
度
額
を
４
万
円

引
き
上
げ
ま
す
。

③
低
所
得
者
世
帯
の
保
険
料
を

軽
減

　

低
所
得
者
世
帯
は
、
世
帯
の

合
計
所
得
に
応
じ
て
均
等
割
額

が
６
割
ま
た
は
４
割
に
軽
減
さ

　

国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
に
安
心
し
て
治
療

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
被
保
険
者
が
お
金
を
出
し
合
い
助
け
合
う
制

度
で
す
。
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
、
22
年
度
は
低
所
得
者
世

帯
に
配
慮
し
つ
つ
も
、
保
険
料
を
見
直
し
、
均
等
割
額
を
９
５
０
０

円
引
き
上
げ
ま
す
。

れ
ま
し
た
が
、
６
割
⇨
７
割
、

４
割
⇨
５
割
と
し
、
新
た
に
２

割
軽
減
を
創
設
し
ま
し
た
。

④
失
業
者
の
保
険
料
を
軽
減

　

倒
産
・
解
雇
・
病
気
等
で
失

業
し
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す

る
と
、
失
業
日
の
翌
日
か
ら
２

年
度
間
、
給
与
所
得
金
額
を
100

分
の
30
と
し
て
、
保
険
料
を
計

算
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

⑤
保
険
料
減
免
等
の
継
続

　

会
社
な
ど
の
健
康
保
険
か

ら
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ

移
行
し
た
人
の
被
扶
養
者
は
、

今
後
も
所
得
割
額
が
免
除
・
均

等
割
額
が
２
分
の
１
減
免
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
70
～
74
歳
で
窓

口
で
の
自
己
負
担
金
が
１
割
の

人
は
、22
年
度
も
継
続
し
ま
す
。

問 
国
民
健
康
保
険
課
☎
436
・
２
３
９
６

医療分（0～74歳）

・所得割額　　 賦課基準額×6.50％
・均等割額 16,090円／年
・最高限度額 　470,000円／年

後期高齢者支援金分（0～74歳）
・所得割額　　 賦課基準額×2.63％
・均等割額 5,860円／年
・最高限度額 　120,000円／年

介護分（40～64歳）
・所得割額　　賦課基準額×1.20％
・均等割額 9,610円／年
・最高限度額   100,000円／年

変更前
医療分（0～74歳）

・所得割額　　 賦課基準額×6.50％
・均等割額 24,360円／年
・最高限度額 　500,000円／年

後期高齢者支援金分（0～74歳）
・所得割額　　 賦課基準額×2.63％
・均等割額 7,090円／年
・最高限度額 　130,000円／年

介護分（40～64歳）

変更なし

変更後
保険料の内訳と算出方法

⇨

※均等割額は1人あたり。最高限度額は1世帯あたり。賦課基準額とは21年分の所得か
ら基礎控除33万円を引いた金額です

22年度
国
民
健
康
保
険
制
度
を
円
滑
に
運
営
す
る
た
め

固定資産税・都市計画税（第1期）の納期限は4月30日㈮です  〈問合せ〉納税課☎ 436-2246
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会場（公民館） 開校日時（5月） 連絡先
ふたわ校 18日㈫ 13：30～15：30 米山☎439-8854
ならしの台校 19日㈬ 9：30～12：00 藤井☎466-4189
みさき校 13：30～15：30 横田☎448-8102
つかだ校 21日㈮ 9：30～12：00 我妻☎422-7200
ちゅうおう校 13：30～15：30 田中☎422-7217
しんたかね校 25日㈫ 13：30～15：30 黒田☎430-2303
かつしか校 26日㈬ 9：30～12：00 高橋☎047-338-3350
とうぶ校 13：30～15：30 弥永☎043-297-9521
みやもと校 28日㈮ 9：30～12：00 松崎☎422-1470
やくえん台校 13：30～15：30 木村☎430-0525

生活学校で学びませんか
　経済、環境、健康等をテーマに各公民館で行う月1回の勉
強会です。※年会費4100円（全11回）。男女共学

催　し
〈音楽・演奏・発表会〉
▼尺八・筝　4月18日㈰午前11時
～／勤労市民センター／島☎090-
9675-8199
▼日本舞踊　4月18日㈰午後1時
～／西部公民館／藤間☎446-0115
▼謡曲大会　4月24日㈯午前9時
30分～／葛飾公民館／入江☎463-
5557
▼童謡唱歌を歌おう　4月24日㈯
午後 3 時 40 分～／中央公民館／ 
金児☎422-3207
▼オカリナ　5月1日㈯午前11時15 
分～／二和公民館／森柄☎429-3135
▼フラダンス　5月1日㈯午後2時
～／勤労市民センター／事前に伊藤
☎449-8508へ
▼オーケストラ　5 月 3 日㈷午後
2時～／市民文化創造館（きらら） 
／当日先着 180 人／丸田☎ 090-
3221-7489

▼男声合唱　5月9日㈰午後2時～／
習志野文化ホール／1000円／加藤
☎090-5344-1481
▼女声合唱　5月16日㈰午後2時
～／習志野文化ホール／1000円／
溝渕☎467-1102

〈講座・講演・講習会〉
▼健康実践講座　4～9月の第2～4
㈭各午後3時10分～4時30分／高
根台公民館／先着10人／事前に柏
☎468-5603へ
▼合気道　4月18日、25日各㈰午
前9時30分～11時／西部公民館／
瀧田☎090-3471-3472
▼講座「イキイキ笑顔のコーチング」
4月28日㈬午前10時30分～午後0
時30分／中央公民館／100円／事
前に作田☎429-3686へ
▼野村生涯教育講座「生涯教育へ
の道程」　4月30日㈮～12月各午
前10時～午後3時（8月を除く全8
回）／中央公民館／8000円／事前
に同センター☎03-3320-1861へ
▼弓道教室　5月16日～毎週㈰午前
10時～正午（全15回）／運動公園／
20人（多数は抽選）／5000円／4
月30日㈮までに海藤☎448-6677へ

▼日本大学薬学部公開講座　①5月
8日㈯午後1時～⇨薬草教室 ②6月
5日㈯午前10時30分～⇨講演「運
動と健やかな老い」／同校（習志野
台7）／当日先着①100人 ②250
人／同校☎465-2111

〈その他〉
▼新京成沿線健康ハイキング　4月
17日㈯午前9時～10時津田沼1丁
目公園（新京成線新津田沼駅南口）
駅集合※荒天中止／新京成電鉄☎
047-389-1110
▼ダンスパーティー　4月29日㈷午
後3時30分～6時／船橋アリーナ／
1200円／平元☎047-338-7225
▼ウオークラリー　5月5日㈷午前
10時JR飯田橋駅西口集合／迷路
と坂道をぬけて早稲田の杜へ／500
円／4月30日㈮までに黒須☎445-
5286（夜）へ
▼きりえ美術展　5月5日㈷～9日
㈰各午前10時～午後6時※9日は4
時まで。作品も募集中／市民ギャラ
リー／中島☎447-4754
▼がん患者と家族の集い　5月17
日㈪午前 10 時～／中央公民館／ 
松尾☎493-7812

けいじ板
※金額のないものは無料

会 員 募 集
※施設の予約状況により、活動日時・
場所は変更の場合あり
▼詩吟（初心者）　毎月第2・4㈭
午前9時45分～11時45分／高根
台公民館／入会金1000円／月会費
1500円／中野☎467-9417
▼書道　毎週㈯正午～午後3時／松
が丘公民館／入会金1000円／月会
費800円／石田☎447-0470
▼書道　毎月第1・3㈬午前9時～正
午／飯山満公民館／入会金1000円／
月会費2000円／松山☎422-9309
▼書道　毎月第2・4㈬午前9時～正 
午／飯山満公民館／入会金1000円／
月会費2000円／大坪☎463-5890
▼ 書 道・ ペ ン 字　 毎 月 第 1～3 ㈬
午前9時30分～11時30分／葛飾
公民館／入会金 1200 円／月会費
3000円／安部☎434-9159
▼合気道　毎週㈰○午前9時15分
～⇨4歳～小学生 ○10時15分～
⇨中学生以上／葛飾公民館／入会金
4000円／月会費3500円／長谷川
☎090-1540-6071
▼剣道（小・中学生）　毎週㈪、㈬
午後6時～8時／船橋警察署／入会
金1世帯3000円／同署生活安全課
☎435-0110（内線264）
▼ピラティス　毎月第1・3㈫午後
3時30分～5時／三咲公民館／入会

金500円／月会費1500円／三好☎
449-3764
▼ハーモニカ　毎月第 1・3 ㈬午
前9時45分～11時45分／新高根
公民館／入会金 1000 円／月会費
2000円／松尾☎457-2884
▼フラメンコ　毎週㈬午後6時45
分～8時15分／中央公民館／入会
金2000円／月会費4000円／松丸
☎090-4952-9367（夜）
▼ハワイアンフラ　毎月3回㈪午前
9時30分～11時30分／海神公民館 
／入会金1000円／月会費2500円 
／田中☎431-8820
▼社交ダンス　毎週㈮午後7時～9
時／塚田公民館／月会費2500円／
吹野☎439-2890

▼ストレッチ　毎週㈬午後7時30
分～8時30分／葛飾公民館／入会
金1000円／月会費2000円／小川
☎431-4665
▼話し方　毎月第2・4㈫午後0時
30分～3時／小室公民館／入会金
1000円／月会費2000円／横田☎
457-0524（夜）
▼中国語　毎月第1・3㈰正午～午
後3時／海老が作公民館／入会金
1500円／月会費3000円／片山☎
090-4021-3359
▼英会話（14年4月～18年3月生
まれの子）　毎月3回㈰午前10時
30分～11時30分／浜町公民館／
入会金 500 円／月会費 1500 円／ 
吉川☎090-1049-2707

　5歳のとき、お兄さんの影響でラグビーを始め、市立船橋
高校ラグビー部へ入部しました。男子に混じって練習に励
み、井上選手と同様に日本ユース（U17）、日本コルツ（U18）
の代表に選出。
　そして今回、日本代表として
戦い、川野選手は「試合はすご
く楽しかったし、持ち前のス
クラムも練習の成果が出せまし
た。今後はオリンピックを目指
して頑張りたい」と目を輝かせ
ていました。
　3月に市立船橋高校を卒業し、
今月からは順天堂大学で、夢に
向かって練習を続けています。

〈場外発売〉○4月18日㈰まで⇨飯塚GⅡ ○21日㈬～24日㈯⇨川口 ○25日㈰～29日㈷⇨山陽SGオールスター
※電車・バスでお越しください。京成本線船橋競馬場駅より無料送迎バスあり　　　〈問合せ〉船橋オートレース場☎431-6147

市民文化創造館（きらら）☎423-7261（〒273-0005
　本町1-3-1フェイス6F） 市民文化ホール  ☎434-5555（〒273-0005本町2-2-5）

チケットの受付は8：45～20：00※㈯㈰㈷は17：00まで。毎月最終㈪休
「ちょっと寄り道ライブ」を除き未就学児の入場不可

チケットの受付は9：00～17：00※発売開始日の電話受付は11：00～。毎週㈪休
「船橋フィルハーモニー」「ふたりのイーダ」を除き未就学児の入場不可

好 評 発 売 中

 

ちょっと寄り道ライブ
午後6時30分～、7時30分～

（入場無料・予約不要・約30分間）

美しき日本の歌
～神崎ゆう子 オーケストラと歌う～

7月25日㈰ 午後2時開演

〈全席指定〉4000円
※友の会会員は500円引き

船橋フィルハーモニー管弦楽団 
　　　　　　　　　　定期演奏会6月6日㈰ 午後2時開演

〈全席自由〉500円
※当日券は100円増。3歳以上有料

好 評 発 売 中

5 月 1 3 日 ㈭ 発 売 開 始
4 月 2 2 日 ㈭ 発 売 開 始

第78回 4月15日㈭

第79回
〈出演〉大平重成（ギター）ほか

5月20日㈭

UNO～ニュー・スパニッシュ～

ジョングルールがやって来る！
～中世ヨーロッパの民衆音楽～

〈出演〉上田美佐子（中世フィドル）
名倉亜矢子（歌、ゴシックハープ）
辻康介（歌、語り）
近藤治夫（バグパイプ ほか）

フォー・カラーズ
5月22日㈯ 午後3時開演

　個性あふれる4つのフルートの音が、ジャ
ズの空間を彩ります。

〈全席自由〉3000円※チケット番号順に入場

〈出演〉赤木りえ、
井上信平、城戸夕果、
スティーブ・サックス

（いずれもフルート）

国本武春スペシャル
6月26日㈯ 午後3時開演

伝統芸能を変えた、話芸と弾き語りの世界
〈出演〉国本武春（ボーカル、三味線）
　　　 沢村豊子（三味線伴奏）

〈全席自由〉3000円※チケット番号順に入場

5 月 7 日 ㈮ 発 売 開 始

無声映画上映会
「第七天国」「月世界旅行」

7月31日㈯ 午後2時開演
〈活動弁士〉澤登翠
〈全席自由〉1000円、高校生以下500円

夏休み子ども劇場「ふたりのイーダ」

寺内タケシ＆ブルージーンズ
コンサート

8月28日㈯ 午後2時30分開演

9月5日㈰ 午後2時開演

〈全席自由〉2000円、小学生以下1000円
※3歳以下入場不可

〈全席指定〉S席5000円、A席3000円、
高校生以下1000円 ※友の会会員は300円引き

　舞台設備等の改修工事に伴い、5月まで
ホールの利用はできません。※リハーサル室
は通常どおり利用できます

　親から子へ伝えたい、心に
残る歌をお届けします。

特別
公演

6月23日㈬午後7時～（60分）
箏＆カンテレコンサート

〈出演〉中井智弥（箏）、エヴァ・
アルクラ（カンテレ）

川野杏
あん

吏
り

選手（市立船橋高校出身）

井上愛
ちか

美
み

選手（上山町在住）

大会前、藤代孝七市長に
活躍を誓う川野選手

　大学日本一の実績を持つ父を見て育ち、
小学1年生からスクールチームで練習を積
んできました。旭中学校在学時は陸上部
に所属しスピードを身に着け、また女子
ラグビーの名門チーム「世田谷レディー
ス」で着実に実力を伸ばしました。「みん
なで痛みを伴い、チームがトライを決め

るのがラグビーの魅力です」との言葉どおり、香港大会では
日本代表として、チーム一丸となって戦いました。県立鎌ケ
谷高校を卒業し、今月からは、大学で世界に通用する体を作っ
ていきます。
　2016年に行われる7人制ラグビーでのオリンピック出場は
もちろんのこと、15人制でもワールドカップに出場するの
が目標という井上選
手。武器である「ス
ピード」と「声出し」
に磨きをかけ、世界
の強豪を見据えて駆
け出しています。

　3月25日に行われた女子7人制ラグビーの世界大会「香港ウイメン
ズセブンズ2010」に日本代表として上山町在住の井上愛美選手と
市立船橋高校をこの春卒業した川野杏吏選手（佐倉市在住）が出場
しました。世界のレベルを肌で感じた2人ですが、正式種目となる
2016年のリオデジャネイロオリンピックでの活躍が期待されます。

市内から2人の日本代表選手

女子ラグビーで
五輪を目指す！
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▼夏見公民館☎423-5119
・歴史講座「千葉県の先覚者 大原幽学ゆ
かりの地を訪ねる」（全2回）　○5月21日
㈮午後1時30分～⇨講義 ○28日㈮午前9
時～⇨大原幽学記念館（旭市）ほかの散策／
講師鈴木輝次氏（歴史研究家）／先着35
人／700円／事前に申し込み
▼二和公民館☎447-3200
・ハワイアンコンサート　5月16日㈰午後
2時～／出演佐藤真砂美とLeoLani／「南
国の夜」「カイマナヒラ」ほか／先着349
人／無料／事前に申し込み
▼葛飾公民館☎437-5072
・落語劇団深川とっくり座　5月23日㈰午
後2時～／演目「金明竹」「目ぐすり」／
先着200人／無料／事前に申し込み
▼塚田公民館☎438-2610
・女性セミナー「自分らしさを求めて」　日 
程・内容下表（全6回）／原則午前10時
～正午／先着40人／費用実費／事前に申
し込み
日　程 内　　容
5/13㈭ 開講式、韓国の民話
6/10㈭ 文学散歩（神楽坂近辺）
7/ 8㈭ 新聞紙で作るブローチ
9/ 9㈭ 市の家計簿

10/21㈭ バス見学「テプコ新エネルギーパーク」
11/11㈭ ニュースポーツ、茶話会

▼三田公民館☎477-2961
・能学入門　5月8日㈯、16日㈰、29日
㈯各午後1時30分～3時30分（全3回）／
能の歴史と文化の講話、萩舞台での稽古／
講師鈴木啓吾氏（観世流能楽師シテ方）／
20歳以上／先着30人／1500円／事前
に申し込み
・赤ちゃんとママのおしゃべり広場　5月
12日～6月2日毎週㈬午前10時～11時30 
分（全4回）／ベビーマッサージ、救急法
ほか／講師栗島寿恵氏、黒坂あゆみ氏（い
ずれも助産師）／生後3～12か月の子と母
親／先着15組／無料／事前に申し込み
・パソコン教室「デジタルカメラの写真で
暑中見舞い作り」　5月21日～6月11日
毎週㈮午後0時30分～2時30分（全4回） 
／講師高田守氏（パソコンインストラクタ
ー）／20歳以上※ノートパソコン（マイ
クロソフトワード2003以上を搭載）を持
参できる人／20人（多数は抽選）／1000 
円／5月6日㈭（必着）までに、往復ハガ
キに住所、氏名、年齢、電話番号を書いて
同館（〒274-0073田喜野井2-24-2）へ
▼北部公民館☎457-0433
・船橋の梨まるかじり　日時・内容下表（全
4回）／青少年キャンプ場ほか／講師中村
平氏（梨農家）／先着20人／700円／事
前に申し込み
日 程 時 間 内 容
4/20㈫ 10:00～11:30 花の観察と授粉
5/11㈫ 10:00～11:30 実の観察・摘果
8/10㈫ 13:30～15:30 梨の収穫と選果場の見学
9/ 7㈫ 10:30～11:30 梨を使った料理の試食

▼海老が作公民館☎464-8232
・歴史講座「江戸を学ぶ」　5月19日～6
月9日毎週㈬午前8時30分～午後4時※5
月19日は午前10時～11時30分（全4回） 
／講座、江戸城跡・浅草・深川の散策／講
師藤本久雄氏（歴史愛好家）／20歳以上／
先着20人／300円※交通費、入館料は別
途／事前に申し込み
・女性セミナー　日程・内容下表（全5回）／
各午前10時～11時30分※5月28日、6
月11日は午後1時まで／先着25人／900
円／事前に申し込み

日 程 内　　容
5/21㈮ 安全で安心な食「チバ ザ ポーク」

28㈮ 相田みつをサロン（市川市）を訪ねる
6/ 4㈮「心」をつなぐひな人形作り

11㈮ 千葉の郷土料理を作る
18㈮ 公開講座「歌いながら脳トレコンサート」

募  集
お知らせ

スポーツ
健  康

施設ガイド
趣味・教養・学習

プラネタリウム館 ☎422-7732

▪休館日　毎週㈪（5月3日㈷は開館）、4
月27日㈫～30日㈮、5月6日㈭
▶プラネタリウム投映　日時・内容下表／
市内在住の中学生以下は無料、高校生以上
420円※㈫～㈮は20人以上の団体の予約
投映可。10日前までに申し込み
毎週㈯㈰ 内　容

11:00～ 幼児
向け

今夜の星空と
　「あおおにくんとカメ太の

ほしぞらたんけん」
14:00～
15:30～

一般
向け

今夜の星空と「星座発祥」
※5/1からの新番組「小惑星」

※約60分。時間に遅れると入場できません

▶ゴールデンウイーク臨時投映　5月3日
㈷～5日㈷／時間・内容は上表と同じ
▶親子科学教室　5月15日㈯午前10時～
正午／総合教育センター／モーターを作っ
てみよう／小学4年～中学生と保護者／先
着14組／1人100円程度／事前に申し込み
▶星を見る会　5月15日、22日各㈯午後
7時～9時／春の星座・土星・星雲等の観
望／各先着100人※中学生以下は保護者
同伴。両日参加は不可／無料／事前に申し
込み

男女共同参画センター ☎423-0757

　女性センターの名称が男女共同参画セン
ターに変わりました。今まで以上に身近な
男女共同参画を進めていきます。
▪開館日時　毎週㈪～㈯午前9時～午後
10時※㈷㉁を除く
▪利用できる人　市内在住・在勤・在学の
人※保育あり（1歳～就学前。1週間前ま
でに要予約）

〈女性相談〉相談（☎423-8745）は午
後5時まで。面談は要予約
▶映画「おくりびと」上映会　4月22日

㈭①午前10時～ ②午後1時30分～ ③6
時～（各2時間10分）／納棺を通して人
間的に成長していく姿を描いた作品／各先
着35人※①②は保育あり（先着6人。要
予約）／事前に申し込み
▶交流サロン「ひとりで悩まず、ここでみ
んなと話しませんか」　5月6日㈭午前10
時～正午／当日自由参加※女性のみ
▶はじめてのアサーティブ・トレーニング
5月13日、20日各㈭午後1時～4時（全
2回）／自分も相手も大切にした、誠実・
率直で対等なコミュニケーションの方法／
講師中野満知子氏（NPO法人アサーティ
ブジャパン認定講師）／同講座を初めて受
講する人／先着30人／事前に申し込み

公民館 ※毎月最終㈪、㈷休

▼宮本公民館☎424-9840
・江戸川の下流と干潟（全2回）　○5月12 
日㈬午前10時～⇨講話 ○19日㈬午前10
時東京メトロ東西線妙典駅集合⇨散策※雨
天の場合は26日㈬／講師田中利勝氏（自
然通信社編集長）／先着20人／100円／
事前に申し込み
・「大笑い！みやもと大道
芸」　5月22日㈯午後3時
～／出演ファニーボーン
ズ（大道芸人）ほか／先
着250人／無料／事前に
申し込み
▼海神公民館☎420-1001
・初心者のための庭木の手入れ教室　5月
20日、6月3日各㈭午後1時～4時／講師
内山英樹氏（庭木研究家）／20歳以上／
各先着20人／100円／事前に申し込み
・ヘルシークッキング　5月27日㈭午前
10時～午後1時30分／たけのこご飯、も

やしときゅうりの梅肉あえ物ほか／講師杉
山れい子氏（管理栄養士）／20歳以上／
先着20人／500円／事前に申し込み
▼習志野台公民館☎463-2231
・習志野原の変遷　5月9日㈰午前10時～
11時30分／明治以降の習志野原／講師
滝口昭二氏（郷土史研究家）／当日先着80 
人／無料※同テーマで11月まで6回開催
▼中央公民館☎434-5551
・卓球開放　原則毎月第1㈭午後6時30分
～8時30分／市内在住・在勤の人／無料／
当日自由参加※ラケット持参
・サンデーコンサート　5月9日㈰午後2時
～／出演アルフ
ァモニック吹奏
楽団／「嵐メド
レ ー」「 山 口 百
恵 メ ド レ ー」 

「サウス・ランパート・ストリート・パレー
ド」ほか／先着150人／無料／事前に整
理券を配布※電話予約も可
・子育てひろば　5月21日～6月18日毎
週㈮、6月7日㈪各原則午前10時～11時
45分（全6回）／育児の知識、幼児教室
ほか／講師水谷麻未氏（保育士）ほか／2
歳～3歳6か月児と保護者／17組（多数は
抽選）／850円／5月2日㈰（必着）まで
に、往復ハガキに住所、親子の氏名・年齢・
性別、電話番号を書いて同館（〒273-
0005本町2-2-5）へ
・講座の企画・運営委員を募集　○「子育て 
ママの応援講座」⇨1歳～未就園児とその
母親を対象に、子育て学習などを行います 
○「食育と健康の講座」⇨市民を対象に、
食育・健康について学習します／各5人程
度／詳しくは同館へ
▼浜町公民館☎434-1405
・コンサート in 風のまち浜町「タンゴ」 
5月8日㈯午後2時～／出演金益研二（ピ
アノ）、山口佳名子（バイオリン）、山田路
子（篠

しの

笛）／「ラ・クンパルシータ・ジェ
ラシー」「真珠採りのタンゴ」ほか／先着
150人※1～4歳児は保育あり（先着10
人）／無料／事前に申し込み
・海洋教室　日程・内容下表（全6回）※
時間はお問い合わせを／小学1～3年生と
保護者／先着20組／1人2500円／事前
に申し込み

日　程 内　　容
5/16㈰ 開講式、講演「太平洋ヨット航海記」
6/13㈰ 手旗信号、ロープワークほか
7/25㈰ はぜ釣り大会
8/22㈰ ヨット体験航海
9/12㈰ ジェット船「大平丸」で干潟学習

10月中の
日曜日

バスで行く
船の科学館（東京都品川区）

・女性セミナー　日程・内容下表（全10
回）／原則午前10時～正午／先着40人／
材料費等実費／事前に申し込み

日　程 内　　容
5/19㈬ 金子みすゞとその詩を学ぶ
6/16㈬ 健康ウオーク
7/21㈬ 上野界わいの洋館を訪ねる
9/15㈬ 和菓子作りで伝統文化にふれる

10/20㈬ 上野動物園の歩き方
11/17㈬ 女性の世界遺産
12/15㈬ 易学入門

23/ 1/19㈬ 女性のための政治・経済
2/16㈬ 薬とそのリスク
3/16㈬ 女性のための映画の見かた

・千産千消ヘルシークッキング　5月20
日、6月3日、17日各㈭午前10時～午後
1時（全3回）／千葉県産の食材を使った
料理作り／先着20人／2500円／事前に
申し込み
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■アンデルセン公園自然観察会

□日時5月1日㈯○樹木ウオッチング⇨ 
午前10時30分～ ○花ウオッチング⇨午
後1時30分～※雨天中止　会場アンデル
セン公園　定員各先着25人　費用無料※
同園の入園料は必要　申込み事前に同園☎
457-6627へ

■調理師試験
□日程7月28日㈬　会場幕張メッセ国際
展示場（千葉市美浜区）　申込み5月25日
㈫～27日㈭に願書を保健所総務課☎431- 
4191へ※願書は同課で配布

■普通救命講習
□日時6月15日㈫午前9時～正午、午後1
時～5時　会場救急ステーション（医療セ
ンター隣）　内容8歳以上の人への心肺蘇

そ

生
せい

法とAED（自動体外式除細動器）の使
い方　対象市内在住・在勤・在学の18～
65歳の人　定員各先着30人　費用無料
申込み消防局救急課☎435-1191へ

■家庭菜園講座「夏野菜と土壌」
□日程・内容下表（全3回）　時間各午後1時 
30分～3時30分　会場農業センター　対
象市内在住の人　定員先着24人　費用150
円　申込み同センター☎457-7481へ

日　程 内　容
5/14㈮ 野菜苗の植え方と畑の準備
6/11㈮ 果菜類の仕立て方と追肥
7/ 9㈮ 土のはなし

■16ミリ映写機操作講習会
□日時5月9日㈰午前10時～午後4時　会
場視聴覚センター　対象市内在住・在勤の
人　定員先着20人　費用無料　申込み同
センター☎422-7731へ※㈪休

■ロビーコンサート（ピアノ）
□日時4月21日㈬午後0時20分～0時50
分　会場市役所1階ロビー　出演児玉さや
佳　問合せ文化課☎436-2894

■生け花教室
□日程5月～9月の毎月第2・4㈮（8月を
除く全8回）　時間各午後1時～2時30分 
会場船橋アリーナ　対象市内在住・在勤・在
学の人　定員先着5人　費用1万6000円
※花代含む　申込み船橋アリーナ☎461-
5611へ

■お茶作り教室
□日時5月9日㈰午前10時～午後1時※小
雨決行　会場船橋県民の森（大神保町） 
内容茶葉摘み、手もみの体験　定員先着
30人　費用800円　申込み同管理事務局
☎457-4094へ

再利用品 情 報 窓 口情 報 窓 口
3月31日現在
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休日調剤薬局テープ案内 ☎406-7080
㈰㈷㉁　午前9時～午後5時

○県小児救急電話相談  年中無休 午後7時～10時
　☎#8000 ※ダイヤル回線からは☎043-242-9939
○こどもの救急ホームページ

 http://www.kodomo-qq.jp/

夜間・休日の急病は
当番医テレフォン案内 ☎435-2727
　○㈪～㈯⇨午後3時～翌午前9時
　○㈰㈷㉁⇨24時間
http://www.qq.pref.chiba.lg.jp/でも検索できます

夜間休日急病診療所 ☎424-2327
（湊町2-8-11 市役所別館）

年中無休　午後9時～翌午前6時
※受付は原則終了15分前まで〈小児科（15歳未満）〉

○㈪～㈮⇨午後8時～11時
○㈯㈷㉁⇨午後6時～9時
○㈰⇨午前9時～午後5時、午後6時～9時
　※受付は午前8時45分～11時30分、午後1時45分～
　　4時30分、午後6時～8時30分

休日急患歯科診療所 ☎423-2113
（中央保健センター内）※応急処置のみ

※受付はいずれも
　終了30分前まで｝

▪健康保険証等を持参してください。
　駐車場に限りがあるため、公共交通機関のご利用を。

〈内科系（小児を含む）・外科系〉

㈰㈷㉁午前9時～正午 ※受付は原則11時30分まで
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運動 
　　　　歯っぴい大会参加者募集

　8020運動は、80歳になっても20本
以上の歯を保つことを目標に、歯の健康づ
くりを進める運動です。
▶高齢者のよい歯のコンクール　6月13日 
㈰の午前中※時間等は後日通知／西部保健
センター／昭和5年4月1日以前に生まれ
た市内在住の人で、自分の歯が20本以上
ある人（かぶせた歯、さし歯も可）／5月
13日㈭までに中央保健センター☎423- 
2111へ
▶標語　むし歯などの予防に関するもの／
小学生・中学生・一般の各部門／市内在住
の人／5月13日㈭（必着）までに、ハガ
キに標語（1枚に1点）、住所、氏名、年齢、
職業（学校名・学年）、電話番号を書いて
中央保健センター（〒273-0021海神2- 
13-25）へ
▶作文　むし歯・歯周疾患の予防に関する
もの／市内在住・在勤の20歳以上の人／
400字詰め縦書き原稿用紙5枚以内／前
記「標語」と同じ方法で申し込み

■歯みがき・ビーバー教室
□会場・日程右上表　時間午前10時～

（20分ごとの予約制）　内容口内のチェッ
ク、歯みがき実習ほか　対象1歳以上3歳
未満の子　費用無料　申込み希望する各保
健センターへ

会場・申込み 日程（5月）

中央保健センター   ☎423-2111 6㈭、18㈫
※6日は午前のみ

東部保健センター   ☎466-1383 6㈭、28㈮
西部保健センター☎047-302-2626 10㈪、21㈮
北部保健センター   ☎449-7600 13㈭

■なんでも食事相談（5月）
　糖尿病、高血圧、ダイエットなどの食事
の相談に、栄養士が応じます。
□会場・日時下表　定員各先着6人　費用
無料　申込み希望する各保健センターへ

会場・申込み 日時（5月）
東部保健センター  ☎466-1383 12㈬ 9:30～15:30
西部保健センター☎047-302-2626 18㈫ 〃
中央保健センター  ☎423-2111

21㈮ 〃
北部保健センター  ☎449-7600

■離乳食（3回食）と歯みがき教室
□会場・日時下表　対象21年6･7月生ま
れの第1子と保護者　定員各先着30組　費
用無料　申込み希望する各保健センターへ

会場・申込み 日時（5月）
西部保健センター

☎047-302-2626
19㈬10:00～11:00

14:00～15:00
東部保健センター  ☎466-1383 26㈬14:00～15:00
北部保健センター  ☎449-7600 28㈮　　　〃

■胃がんの休日検診
□日時5月23日、30日各㈰午前9時～10
時30分　会場東部保健センター　内容問
診とX線バリウム検査　対象仕事などで平
日に受診できない40歳以上の人　定員各
100人（多数は抽選）　費用500円（生
活保護世帯、児童扶養手当受給者、70歳

以上の人などは無料）　申込み4月27日㈫
（必着）までに、ハガキに住所、氏名、年齢、
生年月日、電話番号、「胃がんの休日検診
申込み」と書いて健康増進課（〒273-
8501※住所不要☎436-2415）へ

■4か月児健康相談（5月）
　22年1月生まれが対象です。該当する
家庭の世帯主に予防接種関係書類とあわせ
て問診票を送りましたが、届かない人や 
3月以降に転入した人は、健康増進課☎
436-2382へ。

■1歳6か月児・3歳児 
　　　　　　　　健康診査（5月）
　1歳6か月児は20年10月生まれ、3歳
児は19年1月生まれが対象です。該当す
る家庭の世帯主に問診票を送りましたが、
届かない人や3月以降に転入した人は、健
康増進課☎436-2382へ。

■ママ・パパになる人のための教室
①はじめてママになるための教室　会場・
日時下表（全2回）／先輩ママとの交流、
妊婦体操、妊娠中の食生活・歯の健康ほか
／市内在住で9・10月に初めて出産予定
の人／各先着30人／無料
②パパ・ママ教室　会場・日時下表／お産
の進み方、お風呂の入れ方ほか／市内在住
で9・10月に出産予定の人とその配偶者／
各先着50組／無料
□申込み希望する各保健センターへ

会場・申込み 日 時
東部保健センター

☎466-1383
①5/7、14各㈮
②22㈯ 13:15～15:45

中央保健センター
☎423-2111

①5/10、17各㈪
②29㈯

9:30～12:00
13:15～15:45

西部保健センター
☎047-302-2626

①5/18、25各㈫
②6/26㈯

①13:15～15:45
② 9:30～12:00

■4～6歳児の心の健康教室
□日時6月2日㈬午前10時～正午　会場北
部保健センター　講師花澤佳子氏（臨床心
理士）  対象4～6歳児の保護者　定員先着
40人※保育あり（1歳以上。要予約）　費用
無料　申込み同センター☎449-7600へ対 象 送付時期

40～49歳の人 すべての誕生月
5月上旬

50歳以上の人

4・5月生まれ
6・7月生まれ 6月上旬
8・9月生まれ 7月上旬

10・11月生まれ 8月上旬
12・1月生まれ 9月上旬
2・3月生まれ 10月上旬

健康診査の受診券が届いたら早めに受診を
40歳以上の国民健康保険・後期高齢者医療制度加入者

　40～74歳の国民健康保険加入者
が受ける「特定健康診査」と、75歳
以上の後期高齢者医療制度の加入者が
受ける「後期高齢者健康診査」の受診
券を、右表の日程で送付します。送付
されたら、早めに受診してください。
※受診券の有効期間は3か月です

問 国民健康保険課 特定健康診査室☎436-2379
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■医療センター職員
□職種①看護師 ②助産師　対象昭和45年4
月2日以降に生まれ、いずれかの資格を有す
るか23年の国家試験で取得見込みで、夜間
勤務が可能な人　募集人数①50人程度 ②
若干名　採用予定日23年4月1日　試験日
6月26日㈯　申込み6月16日㈬（必着）ま
でに、医療センター総務課（〒273-8588
金杉1-21-1）へ※受験案内は同課、船橋駅
前総合窓口センターで配布するほか、医療
センターホームページ（http://www.mmc.
funabashi.chiba.jp/）からも取り出せます
問合せ医療センター総務課☎438-3321

■医療センター薬剤師（臨時職員）
□対象有資格者　募集人数1人　勤務日時
応相談　時給1560円※交通費支給。雇用・
社会保険加入　期間6か月※更新あり　申
込み写真を貼

は

った履歴書と健康診断書、資
格免許証の写しを医療センター総務課（〒 
273-8588金杉1-21-1☎438-3321） 
へ※書類選考後に面接あり

■さざんかさっちゃん 
　　　　　　　教育基金の奨学生
□対象次のいずれかに該当する市内在住の

高校・専修学校生 ○本人に障害がある ○
母（父）子家庭の人 ○経済的理由により修
学が困難　募集人数20人（多数は選考） 
金額年10万8000円※返済は不要　申込
み4月20日㈫～5月14日㈮に、必要書類
を中央三井信託銀行船橋支店☎423-3131 
へ※募集要項等は申込み先のほか、さざん
か募金運動推進協議会（㈳船橋青年会議所
内）☎431-2126、学務課☎436-2852、 
児童家庭課☎436-2316でも配布

■ケアハウス市立船橋 
� 長寿園（飯山満町2）の入居者
□対象市内在住の60歳以上で、身体機能
の低下や高齢のため自立して生活するこ
とに不安があり、家族の援助を受けるこ
とが困難な人　募集数単身用1室　入居
予定時期5月下旬　費用月額1人あたり6
万4810円 ～13万110円 ※ 収 入 に よ り
決定。光熱水費等は別途負担　申込み4月
30日㈮までに同園☎461-9994へ 

■自衛官
▶幹部候補生　試験日5月15日㈯、16日
㈰※16日は飛行要員のみ／23年4月1日
現在、22歳以上26歳未満
▶一般曹候補生　試験日5月22日㈯／23
年4月1日現在、18歳以上27歳未満
□受付期間5月10日㈪まで　問合せ自衛
隊船橋出張所☎475-2084

厚生労働省では、6月3日㈭と7月15日㈭を調査日として、保健や福祉、所得等の調査を行います。対象となる地区には、4月下旬から調査
員が訪問します。〈問合せ〉世帯・健康・介護調査⇨保健所総務課☎431-4191、所得・貯蓄調査⇨地域福祉課☎436-2313

　景観法に基づき定められたこの
計画は、市内全域が対象区域です。
景観を保全・形成するための方針
や、8月1日以降に着工する建築
物等で、建築や開発行為等が一定
規模以上である場合には、届け出
を義務付けることなどを定めてい
ます。
※詳しくは市ホームページで見ら
れるほか、5月1日号の広報ふな
ばしで紹介します

　市では、良好な景観を守り、育
はぐく

んでいくため、「船橋市景
観計画」を策定しました。今後は、市民・事業者・行政が一
体となって景観形成を推進。7月1日から施行となります。

問 都市計画課☎436-2528みんなが誇れる
船橋の景観を目指して

船橋市景観計画・景観条例を制定

▪より良い景観のために調査・審
議する市民委員を募集　市内在住
で、他の審議会等の委員でなく、
平日に審議会に参加できる18歳以
上の人／3人（多数は選考）／任
期7月1日～24年6月30日／5月7日
㈮（消印有効）までに、市の景観
に対する考えをまとめた小論文
（1200字程度）に住所、氏名、生
年月日、電話番号を書いて都市計
画課（〒273-8501※住所不要）へ

■ふなばし健やかプラン21講演
「男性の心の病・自殺を予防するコツ」
□日時5月8日㈯午後3時30分～4時30分 
会場中央公民館　講師岩室紳也氏（ヘルス
プロモーション研究センター長）　定員先着
100人　費用無料　申込み市民運動推進会
議事務局（健康政策課内）☎436-2413へ

■骨密度を測ってみませんか（5月）
□日程7日㈮、10日㈪～13日㈭、18日㈫
～20日㈭、24日㈪、31日㈪　会場中央
保健センター　対象市内在住の20歳以上
の人　定員各先着30人　費用無料　申込
み同センター☎423-2111へ

■医師による認知症相談
□日時5月12日㈬午後1時～　会場中部地
域包括支援センター（中央保健センター内） 
対象認知症高齢者を介護する家族　定員先
着3人　費用無料　申込み中部地域包括支
援センター☎423-2551へ

国民生活基礎調査に 
� ご協力を

入賞者には賞状を贈呈します
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� 県代表選手を募集
　全国健康福祉祭（ねんりんピック）の県
代表選手を募集します。
□開催日10月9日
㈯～12日㈫　会場
石川県　対象昭和
26年4月1日 以 前
に生まれた県内在
住の人　種目ゴル
フ、マラソン（3・5・
10キロメートル）、かるた　申込み4月
20日㈫～5月31日㈪に高齢者福祉課☎
436-2349へ　問合せ（社福）県社会福祉
協議会☎043-245-2208

■市民スポーツ大会
▶弓道　5月2日㈰午前9時～／船橋アリ
ーナ／種目近的／市内在住・在勤の人※高
校生以下は除く／4月25日㈰までに市弓
道協会・海藤☎448-6677へ
▶ダーツ　5月8日㈯午後0時30分～／船
橋アリーナ／ゼロワン、ハイスコアー／市
内在住・在勤の人／500円／5月2日㈰ま
でに市ダーツ協会・矢生☎424-7256へ
▶テニス（女子ダブルス・初心者）　5月
13日㈭午前9時～／グラスポ（法典公園）／ 
市内在住・在勤の人／1組1000円／96
組（多数は抽選）／4月24日㈯午前10時
～10時30分に法典公園管理事務所へ※

代理申し込み不可／市テニス協会・浅本☎
445-8272
▶アーチェリー　5月16日 ㈰ 午 前9時
～／船橋アーチェリーレンジ（滝台1）／
種目男女別。上級・中級・初級各一般、高
校生、中学生、小学生／市内在住・在勤・
在学の人／2000円※高校生以下1500
円／5月9日㈰までに市アーチェリー協
会・小川☎466-2320へ
▶バドミントン（男子・女子ダブルス）　5
月23日㈰午前9時～／運動公園／種目1
～4部／市内在住・在勤・在学の中学生以
上／1人1600円※高校生以下は1100
円／5月6日㈭（必着）までに、ハガキに
種目、住所、氏名、生年月日を書いて、市
バドミントン協会・土井健一郎（〒274-
0064松が丘5-6-13☎467-7343）へ
▶ヨット　6月6日㈰午前9時～／稲毛ヨ
ットハーバー（千葉市稲毛区）／種目シン
グルハンド／市内在住・在勤の高校生以上
で帆走技術認定資格者・帆走技術講習修了
者／先着30人／5000円／住所、氏名、
年齢、艇種、セール番号を書いて、市ヨッ
ト協会・石井 047-302-5222へ
▶空手（個人戦）　6月13日㈰午前9時～ 
／運動公園／種目形・組手競技／市内在住
の小学生以上／2000円／5月13日㈭ま
でに市空手道連盟・石井☎431-2987へ

■市民スポーツ教室
▶合気道　4月24日～5月8日毎週㈯午後
1時30分～3時（全3回）／武道センター／
市内在住・在勤の40歳以上／20人（多数
は抽選）／1000円／4月22日㈭（必着）
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■農業センター市民開放デー

　栽培技術の指導などを行い、市の農業を
支えている農業センターを開放します。
□日時5月8日㈯午前9時～午後2時※雨
天決行　内容野菜の苗・たい肥の販売、
大根の収穫体験、園芸・病害虫につい

て の 相 談　問合せ同 セ ン タ ー ☎457-
7481へ
▪園芸講習会「夏野菜の植え方と管理、
病害虫の駆除」　午前10時30分～／当
日自由参加

■都市計画道路の�
　　　　事業計画変更に伴う縦覧
□対象となる道路○西浦藤原町線（都市計
画道路3・4・22号） ○宮本古和釜町線（都
市計画道路3・4・25号）　縦覧場所・問
合せ街路課☎436-2563

■私立の小学校へ通う新1年生に�
　　 防犯ブザーを配布しています
　市では、子どもたちが安心して通学でき
るよう、小学1年生に防犯ブザーを配布し
ています。市内在住で私立の小学校へ入学
した人にも配布しますので、該当する人は

7月16日㈮までに、児童・生徒防犯安全
対策室へご連絡ください。
□問合せ同室☎436-2876

■難病患者援助金の申請は�
　　　　　　　4月30日㈮までに
　支給対象者には、すでに必要書類を発送
しましたので、4月30日㈮までに手続き
をしてください。書類が届いていない人は
お問い合わせを。なお、4月診療分から助
成金額が下記のとおり変わります。
□問合せ障害福祉課☎436-2340

内 容 助 成 金 額

1か月に20日以上連続して入院 1万3500円
⇨1万4000円に

1か月に20日以内の入院、また
は1日以上の通院 1万円⇨7000円に

■中小企業者向けの無料経営診断
□訪問日9月初旬～中旬の1日　内容中小
企業診断士などが訪問し、財務内容等を診
断、および今後の方針を指導　対象市内に
事業所・店舗があり、同一事業を1年以上
継続して営む中小企業者　定員先着8社程
度　申込み商工振興課☎436-2475へ

■がん患者の在宅療養に関する�
� 無料相談窓口を設置
　がん患者・家族の、在宅療養に関する不
安や悩みなどの電話相談に、看護師等が応
じます。
□日時毎週㈬㈭㈮午前９時～午後4時※㈷
㉁は除く　問合せ県在宅緩和ケア支援セン
ター（相談専用）☎043-264-5465

■一宮少年自然の家の�
　　　　　　　　夏季利用調整会
　夏季に同施設（宿泊定員160人）の利用
を希望する団体の、利用日時を決定します。
□日時5月6日㈭午前10時〜　会場市役所
11階大会議室　対象市内で活動している

問船橋警察署☎435-0110船橋東警察署☎467-0110

安全・安心のまちづくり
犯罪・交通事故情報

●犯罪件数
空き巣 車上ねらい ひったくり 自動車盗

60
（－4）

72
（+4）

53
（－5）

24
（+9）

●交通事故件数
人身事故（件） 死者（人） 負傷者（人）物件事故（件）

326
（－19）

0
（－1）

381
（－34）

1,557
（+33）

※数字は1月からの累計、下段の（ ）内は
前年同時期との比。数字は速報値のため、
変更される場合があります

（22年2月末）

（22年2月末）

　船橋アリーナでは、4月から新たな
システムを導入しましたので、ご利用
ください。
○駐車場利用料プリペイドカード
　3000円分利用できるプリペイドカ
ードを2500円で販売
○施設利用ポイントカード
　施設の利用や、受講料等の支払いに
対して加算。ポイントが貯まると、施

設利用券やアンデルセン公園招待券な
どに交換できます。
　その他にも、○施設利用共通回数券

（11回分）の販売 ○トレーニング室
初回講習会の料金値下げ ○ワンコイ
ン（500円）レッスンの充実なども実
施しています。詳しくはお問い合わせ
ください。

〈問合せ〉船橋アリーナ☎461-5611

船橋アリーナの新システム

労働力調査にご協力を 総務省と県では、毎月労働力調査を実施しています。県知事が任命した調査員が、調査対象地区内の世帯に調査票を
持って伺いますので、ご協力をお願いします。  〈問合せ〉県統計課☎043-223-2220

〈対象〉次のすべてに該当する木造住
宅に住んでいる所有者○昭和56年5月
31日以前に着工 ○一戸建てまたは併
用住宅 ○地上階数が2階以下で在来軸
組工法のもの
▪改修については、上記に加えて○過
去に耐震・補強改修の助成・貸付を受
けていない ○耐震診断の結果、上部
構造評点が1.0未満の住宅で、改修後

1.0以上になる ○交付決定後90日以内
に、実績報告書を提出できる

〈助成額〉○診断⇨要する金額の3分の
2※上限4万円 ○改修⇨要する設計費、
工事費、監理費用合計の3分の1※上
限50万円
▪分譲マンションの診断の助成も行っ
ています。詳しくは公共建築物保全課
☎436-2632へ。

　震災被害を最小限にするため、耐震診断を受けましょう。市では、
木造住宅の耐震診断と改修費用の一部を助成しています。

問 公共建築物保全課☎436-2632

耐震診断・改修の費用を一部助成木造
住宅

までに、ハガキ（ファックスも可）に住所、
氏名、性別、年齢、身長、電話番号を書い
て、市合気道連盟・大城秀夫（〒274- 
0814新 高 根2-15-11☎465-7650 
464-4408）へ
▶ナイターテニス（初心者）　5月13日～
7月1日毎週㈭午後7時～9時（5月27日
を除く全7回）／運動公園／市内在住・在
勤の人／24人（多数は抽選） ／150円／
4月28日㈬（必着）までに、往復ハガキ
に住所、氏名、年齢、電話番号を書いて、
市テニス協会・伊藤孝行（〒274-0816
芝山5-3-2☎465-1696）へ
▶乗馬　5月23日㈰午前10時～正午※雨
天決行／ちばシティ乗馬クラブ（千葉市若
葉区）／市内在住・在勤・在学の小学5年
生以上／4500円／4月30日㈮までに市
馬術協会・本田☎043-252-0288へ

船橋アリーナ ☎461-5611※㈪休

▶幼児～小・中学生対象のスクール参加者

を募集（4月から1年間）　スクール名・日
時・対象下表※費用・定員等はお問い合わ
せください／事前に申し込み

スクール名 日時 対象

女子サッカー 毎週㈫17:00～ 小学3年生～
中学生

カンフーキッズ 　〃　17:10～ 小学1～3年生
女子バスケット

ボール 　〃　18:45～ 中学生

スポーツ少年団
毎週㈬15:10～ 5・6歳児
　〃　16:10～ 小学1・2年生
　〃　17:10～ 小学2年生～

新体操 　〃　17:00～ 小学3年生～
中学生

男子バスケット
ボール

　〃　18:00～ 小学3～6年生

　〃　19:30～ 小学6年生～
中学生

親子ふれあい 毎月3回㈭・
1回㈯ 9:40～

1歳6か月～
2歳6か月児と保護者

キッズテニス
毎週㈮16:00～ 5歳児～小学2年生
　〃　17:30～ 小学1～4年生

親子ヨガ 　〃　16:00～ 3歳児～小学生と  
保護者

青少年団体等　利用期間7月21日㈬～8月
31日㈫※2泊3日まで。8月9日㈪～12日
㈭、24日㈫～28日㈯は利用できません。
第1～3希望日と予定人数を把握し参加し
てください　問合せ一宮少年自然の家☎
0475-42-5711

■船橋西高校と船橋旭高校が�
� 23年4月に統合
　23年4月に、県立船橋西高校と県立船
橋旭高校が統合し、（仮称）県立船橋啓明
高校となります。※学校名は6月の県議会
で正式決定
□問合せ船橋西高校☎438-8428、船橋
旭高校☎439-5120

　下記のことに注意して、被害にあわ
ないよう気をつけましょう。
○自転車のかごには、ひったくり防止
　カバーやネットをつける
○明るい道や人通りの多い道を通る
○歩く時は、車道側と反対の手にバッ
　グなどを持つ

ひったくりにご注意を！

見て見て！大きな大根抜けたよ
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◎テレビ広報「船橋だより」
船橋市の小児救急医療

～いざというときに、あわてないために～
　小児2次救急医療機関の役割と、適正
な受診方法を紹介します。

2/24㈰正午～午後0時15分

チバテレビ放送（UHF46チャンネル）

JCN船橋習志野（CATV9チャンネル）

　子ども記者の任命式のあと、最初
の記者活動として、模擬選挙を行い
ました。選挙について知ってもらお
うと、実際に投票用紙や記載台など
を使い、受け付けから投票、開票ま
でを体験。この模様を多くのテレビ
局や新聞社などが取材しました。み
んな緊張した様子でしたが、次回か
らは取材する側となって、どのよう
な「特ダネ」を報告してくれるか、
楽しみです。

子どもたちが選挙を体験

3 月まで児童手当を受けていた

中学 2・3年生の子がいる

申請が必要です 手続きは必要
 ありません
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広報課☎436-2015

◎ふなばしCITY NEWS ※毎週㈯更新
毎日 午後0時30分～、10時30分～
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子ども
手当

学校名 氏名
船橋中 森下　里奈
湊中 金賀　穂
宮本中 大川　舞子
若松中 村山　亮
海神中 志賀　友美
葛飾中 山口　留実
行田中 髙田　楓子
法田中 菊池　守
旭中 時光　純哉
御滝中 相澤　汐里
高根中 園部　裕貴
八木が谷中 那波　美里
金杉台中 田中　綾磨
前原中 原　みなみ
二宮中 長谷　健介
飯山満中 長谷川　真鈴
芝山中 八幡　志穂
七林中 尾崎　友哉
三田中 鈴木　楓
三山中 持田　実希
高根台中 岩田　雛子
習志野台中 斎藤　可暖
古和釜中 唐沢　瞳
坪井中 成尾　祐哉
大穴中 田邉　勇輝
豊富中 會田　謙介
小室中 佐伯　恵理

千葉日本大学第一中 畠田　拓弥

学校名 氏名
船橋小 佐藤　祐来
湊町小 大塚　咲良
南本町小 松田　さくら
宮本小 矢口　ひめの
若松小 川瀬　澄都
峰台小 片山　千波
市場小 坂内　笑菜
海神小 森内　有咲
西海神小 渡辺　明音
海神南小 河野　奏人
葛飾小 檜山　駿介
小栗原小 佐橋　京征
八栄小 柏葉　丈瑠
夏見台小 山本　夏生
高根小 田中　優太
高根東小 長島　弘祐
金杉小 藤田　恵理
三咲小 浅海　あかね
二和小 小池　彩華
八木が谷小 坪井　壮太
八木が谷北小 栁　虎乃介
咲が丘小 若松　智美
金杉台小 高橋　未帆
法典小 黒田　早紀
丸山小 山田　愛海
法典東小 構　知夏
法典西小 小林　璃衣紗
塚田小 牧　成晃

学校名 氏名
行田東小 蓑茂　塁
行田西小 成瀬　龍希
前原小 渡邊　ほのか
中野木小 湊　智哉
二宮小 仲村　美里
飯山満小 柳町　拓海
飯山満南小 二本垣　明南
芝山東小 東条　優希
芝山西小 𠮷井　祐太
七林小 軽部　礼緒
薬円台小 藤枝　慶忠
薬円台南小 一花　美久
田喜野井小 久保田　耕平
三山小 ｼﾞｬｸｿﾝ　ｴﾐﾘ
三山東小 川田　龍二
高根台第二小 原　海斗
高根台第三小 河合　真菜
高郷小 青山　恭子

習志野台第一小 野島　青海
習志野台第二小 伴　良起
古和釜小 中䑓　真映
坪井小 能地　優太
大穴小 八子　遥
大穴北小 穴澤　和暉
豊富小 的場　一騎
小室小 島田　采佳

千葉日本大学第一小 藤平　南々帆
市立特別支援学校 岩野　祐樹

（敬称略）

児童・生徒記者84人が決まりました

　昭和48年にスタートし、今年で37
年目を迎えた児童・生徒記者制度。4
月7日、中央公民館で任命式が行われ、
市内の小・中・特別支援学校の児童・
生徒総勢84人に委嘱されました。代
表として委嘱状を受け取ったのは、高
根中の園部裕貴くん、南本町小の松田
さくらさん。藤代孝七市長は「今年開
催される国体や、船橋のまちなどにつ
いてたくさん取材してください」とあ
いさつしました。

問 広報課☎436-2012

周りの人に
インタビューしてみたい

　学校の行事を紹
介したいです。自
分の意見だけでな
く、周りのみんな
の意見を多くの人
に知ってもらえる
ような記事を書き
たいです。

学校やまちの話題を
レポートします！

身の周りの事を
たくさんの人に伝えます

　一年間、身の回
りの様々な体験を
皆さんに伝えられ
るよう、がんばり
ます。まずは、地
域のボランティア
活動を取材してみ
たいです。

　会場での受付や案内、接待、清掃、パトロールなど、大勢の市
民ボランティアが大会の運営を支えます。皆さんは、リハーサル
大会や研修会などに参加し、全国からのお客様を迎える準備を進
めています。3月28日には京成ホテルミラマーレの支配人を務め
る並木さき子さんを講師に迎えて、市役所で接遇研修が行われ、
直接おもてなしの心が伝授されました。
　また、市内各地区の社会福祉協議会のボランティアの皆さんも、
参加した選手の皆さんに手作りのプレゼントをしようと、国体の
マスコット「チーバくん」の人形づくりに励んでいます。
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国民体育大会

障害者スポーツ大会

ゆ
め
半
島
千
葉
国
体

ボランティアの
 皆さんも準備着々

に向けて ①

に向けて①

※増減は前月比市のデータ（平成22年3月1日現在） 人口 602,143人（604人増）  男 303,636人  女 298,507人  世帯 257,727（262増）  面積 85.64㎢

4/10㈯～ 船橋アリーナを紹介
17㈯～ 児童・生徒記者任命式ほか
24㈯～ ゴールデンウイーク行楽情報ほか

5/  1㈯～ 「子ども手当」の手続き ほか

          JCN船橋習志野/CATV
（地デジ11チャンネル・アナログ9チャンネル）

▲接遇研修には223人のボランティア
　が参加しました
▶3月16日に運動公園で「チーバくん」
　の作製講習会が行われました

○バスケットボール

○アーチェリー
○高校野球（軟式）

9月26日㈰～30日㈭
船橋アリーナ、運動公園体育館

10月2日㈯～4日㈪　運動公園陸上競技場
9月26日㈰～29日㈬　運動公園野球場

○バスケットボール（知）

○車椅
い

子
す

バスケットボール（身）

○アーチェリー（身）

10月23日㈯、24日㈰　船橋アリーナ

10月23日㈯、24日㈰　運動公園体育館
10月24日㈰　運動公園陸上競技場

太極拳（船橋アリーナで）

松田 さくらさん
（南本町小）

園部 裕貴くん
（高根中）
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